
社は、ステンレスをは͡め、削材といΘれる加工ૉ
材の削加工をಘҙとしている。生産品目はバルブ関࿈
部品、ҩ療機ث部品、導体製造装置部品など多ذにΘたͬ
ている。この中でҩ療機ثや導体製造装置分野の加工
は、小ロット発注が多いことから、多品छ少量生産を実現
するૢ業体制を確立している。バルブ関࿈部品等の量産
加工のニーズに応͑つつ、こうした小ロット生産にもॊ
ೈに対応しながら、強ݻな経営ج൫の構築にめてきた。
社では、工場の技術者一人ͻとりに対するڭ育をਪ
し進めている。特にए手技術者には、月 2ճのษ強会を
開࠵し知ࣝをੵし、技術をຏく機会を多く設けるな
どए手の育成に力を注いでおり、技能検定への受検を
ྭしている。こうした取り組みをܧଓして行ͬてきた݁
果、製造現場でಇく技術者のҎ上が機械加工に関す
る資格を取ಘしている。技術者ݸ々の高い技量が、加工
の速さや精度、٬ސニーズへの対応力につながͬており、
これが社の強みのͻとつとなͬている。
こうした中で、新たに取り組みが求められる՝もあ
り、加工部品の清ড়度要求への対応である。
社の受注ઌの１社に、世քトップクラスの精度をތ
るҩ療用検査分析装置や電子ݦඍڸを製造し、販売する
大手メーカーがある。ここに納品する部品の一部に高い
目ඪ清ড়度が設定されているものがあり、これをクリア
する洗ড়工程の構築が՝であͬた。֘メーカーが要
求する目ඪ清ড়度は、ཹ༉分 0�1NHҎԼ／ݸである。
この目ඪ清ড়度を達成し、ҡ࣋するため本補助事業を
活用し超音波洗ড়機、前ॲ理洗ড়ユニットを導入し、高
い清ড়度を安定的にܧଓできる体制を目指すこととした。
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成果
既存受注先からの高清浄度要求部
品の発注量が増加したほか、受注
先の関連会社からも新規受注を獲
得。精密洗浄技術を得て、同業他
社との差別化を図ることができた。

経緯
大手医療分析装置メーカーが
求める高清浄レベル部品に対
応するため、残留油分 0.1mg
以下の目標清浄度をクリアす
る洗浄工程の構築を目指した。

実施内容
超音波洗浄機、前処理洗浄ユニットを導入。
試作洗浄を行い、洗浄能力や作業の方法、
手順を確認。納品先より洗浄作業認定を取
得し、量産試作を経て、常に高清浄レベル
の製品を出荷できる洗浄工程を構築した。
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超音波洗ড়機の導入にあたり、強力な洗ড়力をࣔす真
空式であること、またリサイクルՄ能な化水ૉܥ洗ড়
たとこΖ、国ͬߜを使用していることを件に機छをࡎ
内 4社の機छが֘することが໌した。
テストピースによる洗ড়度テストや洗ড়技術をशಘす
るまでのؒ࣌、運సコスト、洗ড়機の価格など૯合的に
検౼し、加͑て工場内の洗ড়ࣨのレイアウトも考ྀしな
がら導入機छをબ定した。
これまでの洗ড়方法は人による手洗ড়で、洗ড়૧の中
にある洗ড়ӷにϫーク（加工対象）を浸௮し、洗ড়૧の
中を༳動させた後、これを取り出して空ؾをਧき付ける、
エアーブローにより行ͬていた。そのため、洗ড়ࣨ内は
洗ড়ӷの粒子や粉ਖがු༡し、洗ড়後の部品にこれらが
、付着する環境であͬた。これをආけるため、導入後は࠶
超音波洗ড়ࣨと一般洗ড়ࣨを分させた。また、社で
は֤छの削༉や廃༉の環境への配ྀから、工場全体で
使用する水溶性削༉の使用割合が �割に達しているが、
化水ૉܥ洗ড়ࡎは༉性Ԛれに有効である໘、水溶性
削༉には洗ড়能力がྼるため、水溶性削༉で加工す
る部品は、前ॲ理洗ড়が必要であͬた。このため新設し
た超音波洗ড়ࣨには、新規に導入する温水様の超音波
洗ড়機とともに、ք໘活性ࡎを使用する前ॲ理洗ড়装置
も備͑ることとした。
超音波洗ড়機の設置は、平成 2�年 11月にྃした。
その後、試作洗ড়とૢ作方法の確ೝを経て、部品の材
質や形ঢ়のҧいによる清ড়ঢ়ଶの確ೝを行ͬた。ステン
レスやアルミニウム、ಔ、ԫಔなどの材質について超音
波 5分ؒ使用で洗ড়を試みたとこΖ、アルミ材はଞの材

料よりॊらかいため、超音波によるিܸとࢥΘれる模様
がアルミのද໘に発生、超音波ؒ࣌を 2分ؒに設定し洗
ড়したとこΖ、িܸ模様の発生を防ぐことができた。こ
のことからアルミ材を洗ড়する場合は、ଞの材料より超
音波使用ؒ࣌を短くする必要があることが໌した。ま
た、洗ড়部品を超音波洗ড়機の中に入れる࣌、部品の置
き方を様々変͑てみながら部品の洗ড়ঢ়ଶを確ೝした。
洗ড়部品を平置きにした場合、この部品の乾燥࣌に部
品平໘に洗ড়ࡎがり、シミが発生したため部品を立て
かけて置くなど࢟を変͑、洗ড়ࡎがԼにྲྀれམちるこ
とで、シミの発生を防ぐことが確ೝされた。
前ड़の大手ҩ療用検査・分析装置メーカーに精密清ড়
品を納入するためには、清ড়レϕルがཹ༉分 0�1NHҎ
Լのج४を達成するとともに、洗ড়資格৹査を受ける必
要がある΄か、作業管理、設備管理、検査体制、ࠝแ作
業管理の 4߲目の作業資格৹査を受৹する必要がある。
社で受৹�した݁果、洗ড়資格及び作業資格について
֘メーカーよりೝ定を受けた。その後、本事業により
導入した超音波洗ড়機を֘メーカーでも使用している
ことが໌したため、精密部品の洗ড়ؒ࣌や乾燥ؒ࣌等
の資料を提供していただき、量産品の試作を実施した。
量産࣌に発生したは、部材により১き取ͬても除
できない白いシミの発生や超音波洗ড়でも取れないԚڈ
れが付着するが発生したが、それぞれ洗ড়の֤工程
を検証し、シミやԚれがついたݪҼを໌ڀし、దな対
策を͡ߨた。さらに、部品のਂ݀ఈ部の清ড়ঢ়گを確ೝ
するため、ミニボアスコープ（工業用内ڸࢹ）もߪ入す
るなどして、常に高清ড়レϕルにある製品を出ՙできる
洗ড়工程を構築することができた。

超音波洗ড়機を導入し洗ড়技術を確立した現在は、
֘メーカーが発注する高清ড়度要求部品の受注が拡大し
ている。今後、֘メーカーが新規に開発する装置の精
密清ড়部品の発注をੵ極的にಇきかけていくこととして
いる。また、֘メーカーの関࿈会社からも高清ড়度部
品の発注があり、取引ઌの拡大にもつながͬている。
ۙ年、ҩ療機ثや導体製造装置の部品、食品製造機
械部品等高清ড়度が求められる部品の需要は多くなͬて
きている。社は加工部品の高清ড়度対応がՄ能となり、
同業ଞ社とのࠩผ化が図られたことをͻとつの強みとし
て営業活動を展開している。

今後、参入が期される分野として、ߤ空宇宙産業や
バイオ関࿈分析装置等の組みࠐみ部品が定される。
社はこれまで、ߤ空宇宙産業に関࿈する部品加工の受注
実がないため、新たな参入にはߤ空宇宙産業の部品サ
プライヤーや関࿈企業の情報収集、ੵ極的な๚営業等
が必要であるとともに、いΘて産業ৼ興センターなど支
援機関の支援を͗ڼながら、新たな分野への参入を目指
すこととしている。
新規٬ސの開拓にあたͬては洗ড়能力にݶらͣ、削
加工に関する高度な技術を保有していることが前提件
となるため、これまで通り技術者育成の組みをܧଓし
つつ、現場での技術力を高めこの分野への参入を図ͬて
いきたい。

今回導入した一槽式真空超音波洗浄装置。 医療用検査分析装置メーカーの高清浄レベル部品として登録されている部品は 300 ～
500点。今後さらに増えると期待している。

水溶性切削油の洗浄除去のため、前処理
洗浄を行ってから超音波洗浄機に投入。

洗浄溶剤をクリーンにリサイクルする真
空蒸留再生機。

企画情報室の室長、行方学さん。 特機部生産技術課の課長、千葉憲幸さん。
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